


























































































































をテーマとする授業の受講生約 40 名（3 回生以上が受講対象）のうち、研究に協力の意思
を示した 20 名（男性 4 名、女性 16 名）に調査協力を依頼した。
第 2 節　実施期間・場所
本研究は 2014 年 10 月 8 日から 11 月 13 日にかけて、同大学の箱庭が制作できる環境が整っ
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佛教大学「人を対象とする研究」倫理審査委員会での審査・承認を得ている（承認番号 H26- 学部 44）。
（むらかみ　みさ　　教育学研究科臨床心理学専攻修士課程）
（指導：石原　宏准教授）
2015 年 9 月 30 日受理
